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理科（生物基礎）学習指導案 

指導者 教諭 小谷 知広 

１ 単元名 遺伝情報の分配 

 

２ 単元の目標 

  からだを構成する細胞は体細胞分裂によって増殖し，その前後では遺伝情報の同一性が保たれるこ

とを理解する。そのために細胞周期は厳密に制御され，間期でＤＮＡの複製が，分裂期でＤＮＡの等

しい分配が行われる結果としてＤＮＡが質，量ともにどの細胞でも同じになることを理解する。また

体細胞分裂の観察を行い，実験の基本操作を習得するとともに，実験の結果から考察を行い，それを

表現できるようにする。 

 

３ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

遺伝情報の分配につい

て関心をもち，意欲的

に探究しようとしてい

る。 

体細胞分裂前後で遺伝

情報の同一性が保たれ

る仕組みを考察し，導

き出した考えを表現し

ている。 

体細胞分裂の観察を行

い，実験の基本操作を

習得するとともに，そ

の結果を的確に記録・

整理している。 

細胞周期，体細胞分裂

の過程について理解

し，知識を身に付けて

いる。 

 

４ 単元について 

 (1) 教材観 

   本単元は，高等学校学習指導要領の「第６節 生物基礎 (1)生物と遺伝子 イ 遺伝子とその働

き (イ) 遺伝情報の分配」に位置付いている。ここでは，細胞周期の過程と制御，体細胞分裂各

時期の様子を学び，体細胞分裂の前後で遺伝情報の同一性が保たれる仕組みを理解していく。 

 (2) 生徒観（省略） 

 (3) 指導観 

   中学校では，第２分野「(5) 生命の連続性」で体細胞分裂の過程で染色体が複製されることにつ

いて学習している。前単元で，ＤＮＡが半保存的に複製されることを学習している。これらで学ん

できたことを確認しながら，細胞周期と体細胞分裂の各時期の様子について理解させる。細胞周期

とがんの関係を紹介し，身近な疾患と関連性をもって学べるようにする。また，体細胞分裂の観察

を行い，実験の基本操作を身に付けさせるとともに，多細胞生物の成長の基盤としての細胞分裂に

ついて実感をもって学ばせたい。 

 

５ 指導と評価の計画 (４時間扱い) 

時 学習活動・内容 関 思 技 知 評価規準 評価方法 

１ 体細胞分裂が多細胞生物の

成長の基盤であることを理

解する。体細胞分裂前後で

◎  

 

 

  多細胞生物の成長とから

だの維持の基盤となる体

細胞分裂の仕組みについ

行動観察 

ワークシー

ト 
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遺伝情報の同一性が保たれ

るためにＤＮＡの複製が重

要であることを理解する。 

 

 

 

て探究しようとしてい

る。 

 

 

 

２ どのようにしてＤＮＡの等

しい分配が行われるかとい

う視点で，体細胞分裂の各

時期の様子を理解する。動

物細胞と植物細胞の分裂の

違いについて考察する。 

 ◎   

 

 

 

〇

真核生物の細胞分裂にお

いて，ＤＮＡが等しく分

配される仕組みについて

考察し，表現している。 

体細胞分裂の過程につい

ての知識を身に付けてい

る。 

ワークシー

ト 

３ 細胞周期の過程を理解し，

細胞周期がどのように制御

されているか考える。その

制御が個体の成長と維持に

働いていることを理解す

る。細胞周期に関わる問題

演習を行う。 

 

 

 

 

 

〇

  ◎ 細胞周期の過程と，細胞

数の割合から細胞周期の

長さを求める方法ついて

の知識を身に付けてい

る。 

細胞周期の厳密な制御が

個体の維持にどのように

関わっているのか探究し

ようとしている。 

ワークシー

ト 

 

 

 

 

行動観察 

ワークシー

ト 

４ 

 

本

時 

体細胞分裂の観察を行い，

固定・解離・染色・押しつ

ぶしなどの実験の基本操作

を習得する。顕微鏡で分裂

細胞を観察し，その結果を

記録・整理する。 

  

 

 

 

 

〇

◎  体細胞分裂を観察するた

めの実験の基本操作を習

得するとともに，その結

果を記録・整理してい

る。 

観察した細胞が分裂期の

どの時期の細胞なのか表

現している。 

行動観察 

ワークシー

ト 

 

 

ワークシー

ト 

(スケッチ)

◎：指導に生かすとともに記録して総括に用いる評価, 〇：主に指導に生かす評価 

 

６ 本時の学習 

  (1) 目標 

・体細胞分裂を観察するための固定，解離，染色，押しつぶしの操作を習得し，顕微鏡で観察した

分裂期細胞の様子を記録・整理している。【観察・実験の技能】 

・観察した分裂細胞が分裂期のどの時期にある細胞なのか表現している。【思考・判断・表現】 

(2) 準備 

   生物基礎 改訂版 (啓林館), 六訂版 スクエア最新図説生物 (第一学習社), ワークシート,  

  タマネギの種子, 45%酢酸, ３%塩酸, 酢酸オルセイン液, 酢酸カーミン液, 顕微鏡, プレパラー

ト, カバーガラス, カッター,ピンセット, 電気ポット, ビーカー, 試験管, シャーレ, ろ紙 
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  (3) 展開 

過程 学習活動・内容 指導の留意点と評価 (◎, 〇評価) 

＜Ｃと判断される生徒への手立て＞ 

導入 

８分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

35 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体細胞分裂の意義と本実験の概要を

理解し，分裂細胞が分裂期のどの時

期にあるか考察するという目標を確

認する。 

・体細胞分裂の過程の各時期(前期・

中期・後期・終期)の細胞の様子に

ついて確認する。 

学習課題 

顕微鏡で分裂細胞を探して，スケッチ

を行う。また，その分裂細胞が分裂期

のどの時期にあるかを判断する。 

 

・45％酢酸をシャーレに入れる。そこ

にピンセットを使って，発芽した種

子を入れ，45％酢酸に 5～10 分間浸

す。 

・固定している間で，固定・解離・染

色・押しつぶしの方法と各操作の意

義について理解する。また電気ポッ

トのお湯をビーカーに入れる。 

 

・酢酸から取り出した種子を試験管に

入れ，そこに３％塩酸を入れる。試

験管をお湯の入ったビーカーに入れ

て，１分間程度保温する。 

・試験管内の３%塩酸をシャーレにあ

け，種子を塩酸から取り出して，ビ

ーカーに入れた水で洗浄した後，プ

レパラートにのせる。根の先端部１

～３ mm 程度をカッターで切り取

り，酢酸オルセイン溶液を滴下し

て，５分間程度静置する。 

・染色の間，顕微鏡の準備を行い，使

い方を確認する。また押しつぶしの

操作の確認を行う。 

・体細胞分裂が多細胞生物の成長と個体の維持

に必要不可欠であることを確認する。 

 

 

・各自のワークシート，資料集を使用して確認

させることで，観察する分裂細胞が，どの時

期にある細胞なのか判断しやすくなるように

する。 

 

 

 

 

・発芽した種子をピンセットで取る際に，根の

先端部を傷つけないように注意を促す。 

 

 

・事前学習で使用したワークシートを利用す

る。ビーカーを倒したり，不用意に触ったり

して火傷しないように注意を促す。 

 

 

・種子を試験管に入れ，３％塩酸で流すように

して，試験管の底に入れるように指示する。 

使い終わった試験管は流しに置いておく。 

 

・酢酸の入ったシャーレを洗い，試験管内の塩

酸をあけるためのシャーレとして利用する。 

ビーカーのお湯を捨て，洗浄用の水を入れ

る。 

・根の先端部がどちら側かわからなくならない

ように注意を促す。 

・余分な水分や滴下し過ぎた染色液はろ紙で吸

い取るように指示する。 

・使い終わったシャーレとビーカーは流しに置

いておく。 
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まと

め 

12 分 

 

 

 

 

 

・余分な染色液をろ紙で吸い取り，カ

バーガラスをかけて，押しつぶす。 

・作製したプレパラートを顕微鏡で観

察し，分裂期の細胞をスケッチす

る。また，その細胞が分裂期のどの

時期にある細胞かを判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

分裂期前期の細胞では染色体は太く

短くなって分散している。中期では染

色体が赤道面に並んでいる。後期では

染色体が両極に分かれつつある。終期

では母細胞と比較してサイズの小さい

２つの娘細胞それぞれに分散した染色

体が見られる。 

 

・シャーレ，プレパラート，試験管を

洗い，後片付けを行う。 

・次時の予告をする。 

・始めは低倍率で検鏡し，分裂期の細胞を探し

た後，高倍率に変えて染色体の様子を観察す

るよう助言する。 

・各自の顕微鏡で見られない場合は前方の実験

台にある顕微鏡を使用させる。 

 

◎固定，解離，染色，押しつぶしの操作を通じ

て，プレパラートを作製し，顕微鏡で観察し

た分裂細胞を記録・整理している。【観察・実

験の技能，行動観察】 

＜各操作が上手くできない生徒には，やり方を

個別で教えたり，やって見せたりすることで

自ら操作できるように指導する。分裂細胞を

見つけられない生徒には分裂細胞の特徴を教

えて，観察・記録できるように助言する。＞ 

 

・余裕があれば，分裂細胞と分化した細胞の違

いについても考察させ，どのようにして植物

が成長していくかも考えさせる。 

 

〇観察した分裂細胞が分裂期のどの時期にある

細胞なのか表現している。【思考・判断・表

現，ワークシートの記述分析】 

 


